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健
対
策
、
食
品
や
環
境
衛
生
、
伝
染
病
や
結
核
等
の
予
防
衛
生
な
ど

数
多
く
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
お
け
る
保
健
を
考
え
る
場
合
、
保
健
婦
等
の
役
割
は
大
き

い
。
そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
家
庭
訪
問
看
護
は
、
こ
こ
一
〇
年
、

訪
問
件
数
は
大
き
く
伸
び
、
訪
問
対
象
も
老
人
や
心
身
障
害
児
、
難

病
患
者
等
の
看
護
援
助
が
増
加
し
て
、
数
的
に
も
、
内
容
的
に
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
特
に
五
一
年
度
か
ら
は
、
寝
た
き
り
老
人
の

訪
問
が
大
き
く
伸
び
て
、
訪
問
件
数
に
占
め
る
割
合
も
一
番
高
い
。

次
い
で
、
結
核
、
未
熟
児
の
訪
問
が
多
い
が
、
伸
び
率
で
は
年
々
低

下
し
て
い
る
。

　
成
人
病
対
策
で
は
、
こ
こ
数
年
来
、
が
ん
検
診
の
充
実
強
化
に
努

め
て
い
る
。
が
ん
検
診
は
、
市
内
の
医
療
機
関
（
延
べ
六
三
〇
）
で

実
施
す
る
が
ん
相
談
事
業
と
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
の
二
通
り
の

形
で
、
消
化
器
系
と
婦
人
科
系
の
検
診
を
行
っ
て
い
る
。
受
診
者
数

は
受
診
体
制
を
充
実
し
た
こ
と
や
検
診
の
普
及
も
あ
っ
て
か
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
五
二
年
度
の
検
診
で
は
、
消
化
器
系
が
延
ベ
一

万
三
、
〇
四
二
人
、
婦
人
科
系
が
延
べ
四
万
五
四
五
人
の
受
診
が
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
、
消
化
器
系
で
二
九
人
、
婦
人
科
系
で
四
三
人

が
、
が
ん
の
診
断
を
受
け
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る

が
ん
相
談
で
は
、
受
診
者
の
半
数
近
く
が
他
の
病
気
を
診
断
さ
れ
て

お
り
、
日
頃
の
検
診
が
い
か
に
大
切
か
を
証
明
し
て
い
る
（
表
４
－

1
9
）
。

教
育

●
目
立
つ
塾
通
い

　
市
立
の
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
は
、
五
人
に
一
人

が
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
教
育
セ
ン
タ
ー
が
、
五
二

図4－19　学習塾の通塾状況



年
五
月
に
実
施
し
た
通
塾
実
態
に
関
す
る
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
小

学
校
三
・
四
年
頃
か
ら
塾
通
い
が
日
立
つ
よ
う
に
な
り
、
五
・
六
年

で
は
三
人
に
一
人
、
ま
た
、
中
学
校
で
は
五
人
に
二
人
が
通
塾
し
て

い
る
（
図
４
－
1
9
）
。
一
般
に
学
年
の
進
行
に
つ
れ
て
学
習
塾
の
通

塾
率
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
年
々
学
習
内
容
の
水
準
が
高

く
な
る
こ
と
へ
の
対
応
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
進
学
・
受
験
塾
に

な
る
と
小
学
校
高
学
年
に
や
や
過
熱
現
象
が
み
ら
れ
、
小
学
校
六
年

で
五
人
に
一
人
の
割
合
で
通
塾
し
て
お
り
。
児
童
の
学
習
負
祖
と
調

和
あ
る
人
間
形
成
の
う
え
か
ら
今
後
の
教
育
指
導
に
問
題
を
残
し
て

図4－20　おけいこ塾め通塾状況9
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い
る
。
全
般
に
男
子
の
通
塾
率
が
高
く
、
自
宅
か
ら
二
〇
分
以
内
の

塾
に
週
二
回
程
度
通
う
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
学
習
塾
に
つ
い
て

の
数
字
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
ピ
ア
ノ
、
習
字
、
算
盤
等
の
お
け
い

こ
塾
や
水
泳
、
剣
道
、
体
操
等
の
ス
ポ
ー
ツ
塾
に
通
っ
て
い
る
児
童

も
か
な
り
の
数
に
な
っ
て
い
る
。
お
け
い
こ
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
塾
は
小

学
校
の
低
学
年
に
集
中
し
て
お
り
、
高
学
年
に
な
る
に
っ
れ
て
学
習

塾
へ
移
行
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
図
4
ｌ
2
0
）
。

●
か
さ
む
家
庭
教
育
費

　
公
立
学
校
へ
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
る
父
母
が
、
五
二
年
度
中
に

支
出
し
た
教
育
費
は
、
小
学
校
で
一
二
万
六
千
円
、
中
学
校
で
一
三

万
四
千
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
文
部
省
が
ま
と
め
た
教
育
費
調
査
の

全
国
平
均
値
で
あ
る
が
、
親
の
教
育
費
負
担
は
、
月
額
一
万
円
を
超

え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
家
庭
や
学
習
塾
で
の
補
習

学
習
や
お
け
い
こ
学
習
等
に
支
出
さ
れ
た
額
は
、
小
学
校
で
五
万
八

千
円
、
中
学
校
で
四
万
一
千
円
と
な
っ
て
い
る
（
表
４
－
2
0
）
。
小

学
校
で
は
、
け
い
こ
ご
と
学
習
費
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
六
一
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
中
学
校
に
な
る
と
こ
れ
が
逆
に
な
っ
て
、
補
習

学
習
費
が
七
一
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
は
、
横
浜
市
の
小

中
学
校
各
一
校
、
七
二
人
の
家
庭
が
対
象
に
入
っ
て
い
る
が
、
標
本
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表4－20　父母が負担した教育費（月平均）　（円）

数
が
少
な
い
た

め
、
市
平
均
を
み

る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
参
考
ま
で

に
全
国
と
の
比
較

を
み
る
と
、
小
学

校
で
約
一
・
四

倍
、
中
学
校
で
は

一
・
五
倍
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
家

庭
教
育
費
の
占
め

る
割
合
が
全
国
値

の
二
～
三
倍
も
高

い
。
こ
れ
は
、
横
浜
市
の
通
塾
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
い
こ
と
も
一

つ
の
原
因
と
思
わ
れ
る
。

●
教
育
内
容
と
方
法
を
開
発

　
教
育
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
高
い
。
こ
れ
は
、
こ
と
横
浜
市
民

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
高
学
歴
社
会
と
い
わ
れ
る
中
で
、
わ

が
子
を
少
し
で
も
有
名
な
大
学
に
入
れ
、
将
来
、
安
定
し
た
生
活
を

送
ら
せ
た
い
と
い
う
親
と
し
て
の
願
い
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
風
潮
を
反
映
し
て
か
本
市
の
高
校
進
学
率
は
四
六
年
か
ら

す
で
に
九
〇
％
を
こ
え
て
お
り
、
大
学
進
学
率
も
四
〇
％
強
と
い
ず

れ
も
全
国
水
準
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
（
図
４
－
2
1
）
。
し
か
し
、
受

験
競
争
は
年
々
苛
酷
に
な
り
、
「
詰
め
込
み
教
育
」
「
落
ち
こ
ぼ
れ
組
」

「
乱
塾
時
代
」
な
ど
の
流
行
語
す
ら
生
ま
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
、
心
身
と
も
に
健
全
な
人
間
の
育
成
を
目
的
と
す
る
教
育

を
歪
め
て
い
る
こ
と
は
、
い
ま
や
否
定
す
る
者
が
い
な
い
ほ
ど
教
育

は
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

図4－21　進学率の推移



　
子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
自
分
か
ら
進
ん
で
学
習
し
、
生

き
て
働
ら
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
教
育

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
市
で
は
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
問
い
直

し
、
そ
の
具
体
的
な
改
善
を
は
か
る
た
め
に
、
「
自
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
」
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
て
「
向
上
の
意
欲
を
も
つ

子
ど
も
」
「
基
礎
的
学
力
を
身
に
っ
け
る
子
ど
も
」
及
び
「
学
び
方

を
身
に
つ
け
る
子
ど
も
」
を
目
指
し
、
四
七
年
か
ら
教
育
内
容
と
方

法
の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
小
・
中
・
高
校
の
延
ベ
一

千
人
の
先
生
と
七
〇
校
の
研
究
協
力
校
で
の
実
践
を
も
と
に
、
学
習

内
容
の
精
選
と
学
習
方
法
の
開
発
を
行
っ
た
。
学
習
内
容
は
そ
れ

に
見
合
っ
た
適
切
な
方
法
を
伴
っ
て
は
じ
め
て
身
に
つ
く
と
い
う
立

場
を
と
り
、
子
ど
も
の
発
達
と
各
教
科
等
の
本
質
と
基
本
目
標
に
て

ら
し
て
再
構
成
し
、
重
点
化
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
学
習
方
法
の
開

発
は
、
こ
の
精
選
さ
れ
た
学
習
内
容
を
生
か
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
重
複
や
相
互
に
関
連
を
も
つ
も
の
を
統
合
し
た
り
、
子

ど
も
が
思
い
き
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
や
れ
る
場
を
つ
く
り
、

自
信
を
も
っ
て
積
極
的
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
あ
る
い

は
学
習
内
容
に
応
じ
て
学
習
時
間
の
長
短
を
決
め
る
な
ど
、
ゆ
と
り

を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
学
習
が
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
る
。
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一
方
、
国
は
五
二
年
七
月
に
、
学
習
内
容
の
某
準
で
あ
る
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
を
行
い
、
「
人
間
性
豊
か
な
児
童
・
生
徒
の
育
成
」

「
ゆ
と
り
の
あ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
の
実
現
」
「
基
礎
的
・
基
本
的

な
内
容
の
重
視
」
等
を
柱
と
し
て
打
ち
出
し
た
。
市
で
は
、
さ
き
に

開
発
し
た
教
育
内
容
・
方
法
の
成
果
を
基
盤
に
、
横
浜
に
ふ
さ
わ
し

い
教
育
課
程
の
編
成
を
行
っ
て
お
り
、
各
学
校
で
は
こ
の
新
教
育
課

程
を
も
と
に
学
校
の
実
情
に
即
し
た
教
育
課
程
を
工
夫
し
、
小
学
校

は
五
五
年
度
、
中
学
校
は
五
六
年
度
か
ら
新
し
い
教
育
の
実
践
を
す

す
め
る
準
備
を
し
て
い
る
。

●
第
二
次
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
学
校
建
設

　
市
の
義
務
教
育
人
口
は
、
戦
後
二
回
目
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
人
口
は
五
〇
年
代
に
入
り
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
る
が
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
、
現
在
で
も
急
増
を
続
け
、
年
間
一
万

五
千
人
前
後
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
五
三
年
五
月
一
日
現
在
の
就
学

数
は
、
小
学
生
二
七
万
人
、
中
学
生
一
〇
万
人
で
、
小
学
生
の
場

合
、
戦
後
第
一
次
の
ピ
ー
ク
を
示
し
た
三
三
～
四
年
当
時
の
二
倍
近

く
に
達
し
て
い
る
（
図
４
－
2
2
）
。
推
計
に
よ
る
と
、
こ
の
上
昇
傾

向
は
小
学
生
の
場
合
は
五
六
年
頃
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
後
は

漸
減
傾
向
を
示
す
。
そ
し
て
、
そ
の
四
年
後
の
六
〇
～
六
一
年
頃
に
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は
、
中
学
生
の
ピ
ー
ク
が
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
と
い
わ
れ
た
″
団
塊
の
世
代
″
の
子
ど
も
達
（
第
二
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
）
が
、
就
学
期
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
急
増
を
続
け
る
児
童
生
徒
を
収
容
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

最
優
先
課
題
と
し
て
学
校
建
設
を
進
め
て
き
た
が
、
特
に
四
五
年
以

降
は
毎
年
一
五
校
前
後
の
ペ
ー
ス
で
新
設
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
結

果
、
五
三
年
五
月
現
在
で
、
市
立
の
小
学
校
は
二
七
〇
校
（
う
ち
分

校
四
校
）
、
中
学
校
一
〇
二
校
と
な
っ
た
。
市
教
育
委
員
会
の
学
校

設
置
計
画
に
よ
る
と
、
五
二
年
か
ら
五
七
年
ま
で
の
六
年
間
に
、
小

図4－22　学校数と児童・生徒数（市立）

表4－21　学校施設整備の状況

学
校
五
〇
校
、
中
学
校

三
五
校
の
建
設
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
推
計
さ
れ

て
お
り
、
第
二
次
の
ピ

ー
ク
に
備
え
て
い
る
。

　
学
校
建
設
と
並
行
し

て
、
学
校
施
設
の
充
実

に
も
力
を
入
れ
て
き

た
。
講
堂
と
プ
ー
ル
は

全
校
設
置
を
目
標
に
整

備
を
進
め
て
き
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
講
堂
は
小
学
校
九
九
％
、
中
学
校
一
〇
〇
％
、
プ
ー
ル

は
小
学
校
九
九
％
、
中
学
校
九
七
％
の
整
備
が
終
っ
て
お
り
、
設
置

が
物
理
的
に
不
可
能
な
学
校
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
全
校
に
整
備
さ
れ

た
。
ま
た
、
四
九
年
九
月
か
ら
法
人
市
民
税
の
税
率
引
上
げ
を
行
い
、

こ
の
増
収
分
に
よ
っ
て
老
朽
木
造
校
舎
の
建
替
を
進
め
て
き
た
が
、

計
画
で
は
五
六
年
ま
で
に
全
老
朽
木
造
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る

（
表
4
l
2
1
）
。



●
障
害
児
の
全
員
就
学
に
備
え
る

　
五
四
年
四
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
養
護
学
校
教
育
の
義
務
制
が
は
じ

ま
る
。
こ
れ
に
よ
り
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
に
も
、
学
校
教
育
が

完
全
に
保
障
さ
れ
る
。
一
般
に
は
障
害
児
の
全
員
就
学
と
呼
ば
れ

て
、
社
会
的
に
も
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
市
で
は
義

表4－22　特殊教育の現況9
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務
制
の
実
施
に
備
え
て
、
こ
れ
ま
で
精
神
薄
弱
や
弱
視
、
難
聴
な
ど

の
特
殊
学
級
の
大
幅
な
増
設
を
行
う
と
と
も
に
、
神
奈
川
県
と
も
協

調
し
な
が
ら
精
神
薄
弱
、
肢
体
不
自
由
、
病
虚
弱
等
の
養
護
学
校
の

建
設
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
家
庭
や
施
設
に
い
る
障
害
児
に
対
し

て
は
、
小
学
校
（
四
九
年
度
か
ら
実
施
）
あ
る
い
は
中
学
校
（
五
〇

年
度
か
ら
実
施
）
に
在
籍

さ
せ
、
訪
問
教
育
を
実
施

し
て
き
た
。
こ
の
結
果
五

三
年
五
月
一
日
現
在
で
、

市
内
に
は
特
殊
学
級
が
小

中
学
校
合
わ
せ
て
三
〇
五

学
級
、
特
殊
学
校
（
県
私

立
を
含
む
）
が
一
一
校
整

備
さ
れ
て
い
る
（
表
４
－

2
2
）
さ
ら
に
、
五
四
年
度

か
ら
は
県
市
立
あ
わ
せ
て

二
校
の
養
護
学
校
の
開
校

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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